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　今月は会員増強及び拡大月
間でした。70名スタートの
福島ロータリー・クラブも7

名の新会員を迎えることができ、昨日開催の県北第一分
区の会長幹事会で胸を張って報告して参りました。

　今後の県北第一分区の主な行事予定は下記の通りです。

行　事 ホスト
クラブ

開催
予定日 開催場所

新世代会議 福島西RC 11月30日 コラッセふくしま

合同新年会 福島北RC 1月4日 グリーンパレス

新会員セミナー 福島RC 1月25日 福島学院大学

福島西RC
創立30周年 1月27日 エルティ

あれこれなんでも
相談会

福島中央
RC 2月1日 アオウゼ

インターシティ・
ミーティング 福島2RC 2月15日 サンパレス福島

PETS 3月8日 ホテル辰巳屋

親善ゴルフ大会 二本松
あだたらRC 4月13日 あだたらカント

リークラブ

地区協議会 5月17日 パルセいいざか

親善ボウリング大会 二本松RC 5月24日 ルミックスボウル

麻薬撲滅
キャンペーン 福島西RC 6月1日 中合ツイン広場 

　地区資金については復興補助金の今年度予算のうち富
岡RC・小高RC・浪江RCの会員100名へ各5万円より
贈呈の為、残りわずかとなりDDF地区補助金については
600万円の全予算（該当クラブとの折半による事業費）
で取り組んでいるとの報告がありました。
 　各クラブの奉仕活動報告については福島RCとして授
産施設の作品購入について報告しました。

第8回 会長挨拶

2013-14年度  会長

紺野　晴郎

例 会 次 第

地区社会奉仕セミナー報告
社会奉仕委員会　内池　浩 委員長

新会員スピーチ
東日本旅客鉄道㈱福島駅長　狩野 安則 会員

開会点鐘 紺野晴郎 会長

ロータリー・ソング
「それでこそロータリー」
　ソングリーダー 茂田士郎 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
　＊ビジターなし

会長あいさつ  紺野晴郎 会長

県北第一分区元分区代理･元ガバナー補佐会議報告  
  阿久津肇 パストガバナー

「競馬を楽しむロータリアンの会」よりご案内
  佐藤英典 会員　渡辺正樹 会員

─ 食　事 ─
幹事報告  日比野恒夫 幹事

各委員会報告
　●広報マルチメディア雑誌小委員会
 雑誌担当 阿部力哉 委員
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
 ニコニコBOX担当 渡辺正樹 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘  紺野晴郎 会長

■9月12日（木） 12：30～「辰巳屋」
　「新世代のための月間について」スピーチ
 森岡幸江新世代委員長
　・新会員スピーチ 中丸裕史会員（SMBC日興証券㈱）
　＊プログラム紹介　＊血圧測定
　＊「友」9月号紹介
■9月19日（木） 12：30～「辰巳屋」
　・地区セミナー報告　 海野卓哉ロータリー財団委員長
　・新会員スピーチ 有田吉弘会員（農林中央金庫）
■9月26日（木） 12：30～「辰巳屋」
　・地区セミナー報告
〈8/24国際奉仕セミナー、8/31クラブ奉仕委員会セミ
ナー、9/8米山記念奨学会セミナー〉

　・11：00～　【マスコミ懇談会】
■9月28（土）
　猪苗代湖天神浜水草回収奉仕作業（社会奉仕委員会担当）

例会プログラムのご案内

WEEKLY REPORT
2013-14 年度 福島ロータリー・クラブ会報

■例会日／2013年8月29日（木）　■開会点鐘／12：30
■会場／ホテル［辰巳屋］8F
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本 日 の プ ロ グ ラ ム ①

地区社会奉仕委員会セミナー
に参加して

社会奉仕委員会

内池　　浩 委員長

　7月27日（土）、郡山市南東北総合卸センターにおい
て2013年度 地区社会奉仕委員会セミナーが開催され、
福島クラブからは小林仁一会員と私が参加しましたの
で、概要について報告いたします。
　当日は135名と大勢の出席で冒頭、渡邉ガバナーの
挨拶がありました。第1部：基調講演「社会奉仕の実践」
（講師／パストガバナー牧　孝介氏）の講演内容を以下
の通りご紹介します。「奉仕とは何か、なぜ奉仕をするの
か」の基本テーマについて大変解りやすくお話いただき
ました。
　ロータリーの奉仕とは「我々は奉仕する」でなく「私は
奉仕する」であるとされます。各人の奉仕感が違うこと
はまったく問題ありません。自分なりの奉仕感を持つこ
とが大切です。ただ「奉仕感の共通理解」として共有でき
るのは、人は自分一人で「生きている」のではなく、社会
に「生かされて」いるのであり、奉仕はその事への恩返し
です。人は他人のために誠実を尽くす充実感によって自
分の幸せを手に入れることができると説かれました。
　そしてポール・ハリスの「人間愛を証明できる唯一の

方法は、人間と人間社会に奉仕することです」という言
葉を紹介されました。
　最後に原発事故の問題に触れ、「我々は『この地球は果
たして持続可能なのだろうか』という危機感を前提に物
事を考えなければならない。原発事故は人間の能力に対
する人間の過信への大きな警鐘ではないのか。私たち大
人は、これからの時代を担う子供たちに、『子供たちの未
来は希望に輝いている』と心から言えるのだろうか。今
の子供たち（新世代）が、この悲しく、厳しく、苦しい経
験をしっかりと乗越えていくためにも、私たち2530地
区のロータリアンはまさに当事者として、この福島のた
め奉仕の実践を進めなければならない」と説かれました。
まさにロータリーの社会奉仕の意味と役割の本質をつい
た講演に大変共感いたしました。
　第2部「あなたの分区で復興プロジェクトを考えてい
ますか?」では中央分区の長尾幹事の包括説明の後、各分
区での具体的取組みについて各分区ガバナー補佐から報
告があり、その後質疑応答と本年度地区の特別プロジェ
クト「会津にこらんしょ」について説明があり、最後に研
修リーダーの大橋PGから講評がありました。

　参加しての所感ですが、私自身ロータリーの社会奉仕、
特に具体的な「復興プロジェクト」についての知識不足
であったため、大変勉強になった研修でした。できれば
年度の始まる前にこのような研修があれば有難いと思い
ます。

今月の「友」より

●自分に合わせて使う
　新しい国際ロータリーのウェブサイト、Rotary.orgがロータ
リアンやインターネットを使う人ならどこにいても閲覧できる
ようになることを発表できて光栄に思います。着想から完成ま
で2年かかりました。このサイトには、皆さんが求めていた特
徴がたくさんありますが、最も特筆すべき改善点は、検索とナ
ビゲーション機能です。世界中のロータリアンの仲間とつなが
る新しい手段であり、皆さんが興味を引かれる情報を見つける
ことができるよう、個人個人に合わせたものとなるでしょう。

●仲間とつながる
　ロータリーの新しいウェブサイトは、大きく2つに分けら
れます。一つはロータリー家族用、もう一つはロータリーのこ
とを知りたいと興味を持ってくださった方々に向けたもので
す。会員としてアカウントを作成しログオンすれば、たくさん

の新しいロータリーのツールにアクセスすることができます。
全てのロータリアンの皆さんにぜひ使っていただきたいのは、
各クラブが目標を設定したり、進捗状況を記録したり、ある運
営方法から次の運営方法に移行する時の持続性を維持するた
めに効率的で効果的な方法として役立つ「ロータリークラブ・
セントラル」です。また、共通の関心を持っているロータリア
ンを見つけたり、話をしたりすることのできる双方向のディ
スカッションフォーラムを開いたり、ロータリーグループを
結成したり参加したりすることができる場もあります。経験
やアイデアを交換し、世界中の仲間の経験から恩恵を得るこ
とが、昼夜を問わずいつでもできるのです。自分たちが計画し
ているプロジェクトと同じようなプロジェクトをすでに実施
してきた人たちから直接学ぶことで、私たちの奉仕をより良
くするための素晴らしい可能性を秘めたツールです。

●外部の人々にロータリーを知らせる
　ロータリアンではない人にとって、この新しいサイトは、
ロータリーの独自性とロータリーがいかに自分たちの地域社
会を磐石なものにしているかを強調することによって、ロータ
リーとは何か、そして私たちが行っていることを紹介します。
このサイトを訪れた人は、ロータリーのさまざまな分野におけ
る奉仕プロジェクトの写真を見てロータリーの活動をよりよく
知り、ロータリーと関わっていく方法を探しだすことでしょう。
　ロータリーの世界を知る新しい窓に、私はわくわくしていま
す。皆さんにもサイトを訪れ、検索し、学んでください。ロー
タリー物語を共に何度も書き替えるために――。

9月号
■RI指定記事／
RI会長メッセージより抜粋

ロータリーの
新しいウェブサイト
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本 日 の プ ロ グ ラ ム ②

新会員スピーチ

東日本旅客鉄道㈱福島駅長

狩野　安則 会員

　福島駅長の狩野安則です。
　日頃から福島駅並びにびゅう福島をご利用いただきま
して、誠にありがとうございます。また、JTBの渡辺支店
長様には、大変お世話になっております。
　私の経歴を最初にお話しさせていただきます。大学を
出てすぐに、土木関係の測量設計会社に就職いたしまし
た。その3年後、昭和57年に旧国鉄に就職し、長町レー
ルセンターというところに配属になり、レールの溶接や
研磨、数キロメートルのロングレール製作などを行いま
した。その後、国鉄の大学に入学して1年間、国鉄改革
の精神について特に教育を受けました。昭和60年に福
島保線区に配属となり、奥羽本線の除雪や線路の保守を
行ってまいりました。昭和61年には、仙台保線区に異動
となり、保線作業の計画を担当いたしました。
　JR東日本発足の昭和62年には、仙台鉄道管理局（現
在の支社）の保線部門に異動し、JR東日本への移行準備
や山形新幹線の線路設備計画などに携わりました。平成
5年から企画部門に異動となり、多賀城地区の連続立体
交差化（高架化事業）などの計画に携わりました。その後、
平成8年8月～平成14年7月まで労組の専従という経
験の無い業務につくことになりました。企画室に戻り、
長町にあったレールセンターを利府の新幹線総合車両セ
ンター隣接に移設する計画やエコロジー計画の推進を行
いました。平成18年の4月～平成21年5月まで山形の
保線技術センターに異動し、山形新幹線の赤岩から羽前
千歳までの間の線路の保守や冬の厳しい線区の除雪の責
任者として業務いたしました。平成21年6月～平成25
年3月まで支社の企画室にて、仙台支社管内の様々な設
備計画や東日本大震災で被災した線区の復旧計画、大雨
で大きな被害の出た只見線の復旧計画を進めて参りまし

た。そして、本年4月から福島駅で勤務することになり
ました。
　この経歴からお分かりの通り、営業という業務は、今
回初めてでございます。素人ですが、復興という気持ち
はこれまでの業務内容からして心の中では非常に大きな
ものとなっておりますので、玄関口である福島駅をしっ
かりと明るく・元気に・楽しい駅になるように頑張って
取り組んで参りたいと思っております。
　2015年4月～6月まで、福島県全域で「福島デスティ
ネーションキャンペーン」が開催されます。この観光キャ
ンペーンは、JR6社がこの期間福島県に集中してお客様
を送り込むというものです。「福が満開、福のしま。」とい
うキャッチコピーが決定いたしました。また、2015年3
月には、北陸新幹線が開業する予定です。首都圏から富
山まで約2時間5分で行けるようになります。ですので、
福島デスティネーションキャンペーンで多くの皆様にこ
の福島においでいただくことは、大変な努力が必要にな
ると思っています。福島駅もしっかりと発信して、多く
の皆様に福島においでいただけるように頑張って参りた
いと思います。
　どうか、福島ロータリー・クラブの皆さんのご支援も
よろしくお願い申し上げまして、自己紹介に代えさせて
いただきます。

山形新幹線の夜間除雪

仙石線東名駅、石巻線女川駅など
被災した線区の復旧活動



今週号の編集長
4 右近　八郎 会員

他に
後藤　忠久／白岩　康夫／田苗　　博／幡　　研一／高橋　　聡／三宅　　喬／志村　光昭／岩田　尚志／藤井　高志
茂田　士郎／八子　英器／箱岩　　偉／八巻　恵一／佐藤　武彦／松浦　敬裕／江花　　亮／古俣　　猛／佐藤　英典
田沼紀美子／坪井　大雄

▶紺野　晴郎 会長
私の事務所も今は蝉時雨で気持ち良
いです。行く夏を惜しんでいます。い
ろんな意味で暑い夏でした。
▶日比野恒夫 幹事
「TENの会」お待ちしております。
▶内池　　浩 会員
稲荷神社、丹治宮司さんのお世話で伊勢神宮遷宮行事「お
白石持ち」（おしらいしもち）に参加でき、貴重な体験が
できました。
▶加藤　義朋 会員
狩野安則会員の新会員スピーチに期待して。
▶丹治　正博 会員
8月23日から三日間、伊勢神宮と熊野本宮大社に参拝し
て参りました。完成した檜の香り漂う神々しい新宮の御
敷地に真白い玉石をしきつめる「お白石持ち奉仕」に参加
する20年に一度の貴重な機会に立ち会うことが出来ま
した。

▶相良　元章 会員
おはずかしながら､一昨日次男が生まれました。「お孫さ
んですか？」と言われないように、若々しくおしゃれにし
ていこうと思います。
▶渡邊　又夫 会員
9月は歴史のイベントが続きます。1日は300年前の板
倉様（板倉神社）、15日は400年前の本庄繁長（長楽寺／
舟場町）、23日は徳川ご当主と板倉ご当主の対談（県文化
センター）など、興味深い催しが続き、古里の歴史を知る
良い機会になります。

ニコニコBOX報告 本日のニコニコBOX投入額　28件 ¥55,000 累計  ¥468,000

渡辺正樹 委員

例会変更のお知らせ
●市内クラブ変更はありません。
その他のお知らせ
●本日午後6時30分より石林にて
「TENの会」が開催されます。

　幹事報告 日比野恒夫 幹事

　いよいよ国内外とも9
月から重要なイベントが
集中しています。
　特に2020年の夏季オ

リンピック開催地が決定されます。現在
では東京の評価が高く、期待できる状況の
ようです。1964年に開催された東京オ
リンピックは自分が1才の時で全く記憶
にありませんでした。東京都の試算によ
ると、オリンピック開催に伴う2013年

から2020年までの国内経済に及ぼす波及効果は約3兆円と
なっているそうです。
　又、東京都ではオリンピックをひとつの核に、日本の再生と
東京のさらなる進化を目指した新たな都市戦略「2020年の東
京へのアクションプログラム2013」を掲げています。又、安
部政権の成長戦略では東京を中心とした日本の国際競争力の向
上を盛り込んでいます。オリンピックの開催は、土地開発やイ
ンフラ整備、個人消費の増加などにとどまらず、都や国の政策
実現とそれに伴う日本経済の再生を大きく後押ししていくもの
と期待されています。是非東京に決まればと願っております。

中丸裕史 会員中丸裕史 会員

　8月29日（木）18時30分～石林にて39名の会員参
加により「第11回 TENの会」が開催されました。司会は
古俣猛TENの会幹事で、阿久津肇PGの乾杯を経て、白
岩康夫会員による閉会の挨拶で散会となりました。

　8月23日（金）18：30より、サンパレス福島にて県北第
一分区の歴代分区代理・ガバナー補佐会議が開催され、
当クラブからは白岩康夫会員、八子英器会員と私が出席
しました。
　議題は次年度（2014-15年度）県北第一分区ガバナー
補佐候補の推薦の件でした。協議により、福島西ロータ
リー・クラブの久米允彦（まさひこ）会員（67才／久米測量
設計事務所）が推薦されましたので、ご報告致します。尚、
正式には2014年7月1日付でガバナーより任命されます。
　また、申し合わせにより次次年度（2015-16年度）の県

阿久津　肇 パストガバナー

県北第一分区元分区代理･元ガバナー補佐会議報告

＊「友」9月号の紹介
中面にてご紹介しております。

阿部　力哉 委員

広報マルチメディア・雑誌小委員会報告

＊11/2（土）
福島競馬開催初日のご案内

佐藤英典 会員・渡辺正樹 会員

「競馬を楽しむロータリアンの会」よりご案内

TENの会開催報告

北第一分区ガバナー補佐は、福島中央ロータリー・クラブ
から推薦されることが決定しましたので、併せて報告いた
します。


